
日時 12月7日(火) PM 6:00〜PM 7:30

場所 研究棟北側２階臨床教室１番

土屋 賢二塩野義製薬㈱ 医薬開発部

抗インフルエンザ薬開発の現状
–新しい点滴静注薬ペラミビルを中心に–

主催 自治医科大学附属病院
自治医科大学附属病院臨床試験センター

今年の１月からインフルエンザに対して点滴静注薬であるペラミビルも使
える様になり、経口や吸入を満足に出来ない患者さんにとっては大きな福
音となりました。この薬は2009年10月に厚生労働省に承認申請し、2010年
1月13日、世界で初めて成人用が承認されました。承認には通常1〜2年か
かりますが、新型インフルエンザの流行が懸念されたため、異例のスピー
ド承認となりました。その開発の経緯を中心に抗インフルエンザ薬開発の
現状をこの薬の開発に携わった土屋氏に講演をして頂きます。


